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・�

取
引
先
か
ら
支
払
猶
予
の
要
請
が
あ

っ
た
と
き

・
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
時

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

担
保
と
は
何
で
す
か
。

　
　

担
保
と
は
、
債
務
者
の
弁
済
に
よ

り
債
権
が
回
収
で
き
な
い
場
合
（
債
務

不
履
行
）
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
債

務
者
に
一
定
の
財
産
を
提
供
さ
せ
、
債

権
回
収
を
よ
り
確
実
に
す
る
た
め
の
手

段
を
い
い
ま
す
。

　

担
保
に
は
、

・�

物
的
担
保
…
…
不
動
産
、
動
産
、
債

権
な
ど
に
設
定
す
る
も
の

・�

人
的
担
保
…
…
主
債
務
者
以
外
の
第

三
者
が
債
務
を
負
担
す
る
保
証

が
あ
り
ま
す
。

「
物
的
担
保
」
に
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　

物
的
担
保
に
は
、
一
定
の
要
件
の

も
と
で
法
律
上
当
然
に
発
生
す
る
「
法

定
担
保
」（
留
置
権
、先
取
特
権
）
と
、

当
事
者
間
の
契
約
に
よ
り
成
立
す
る

「
約
定
担
保
」
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
民
法
に
定
め
ら
れ
た
法

定
担
保
お
よ
び
約
定
担
保
（
質
権
、
抵

当
権
）
を
「
典
型
担
保
」
と
い
い
、
民
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担
保
・
保
証
の

基
礎
知
識

ど
の
よ
う
な
と
き
に
担
保
や
保

証
が
求
め
ら
れ
ま
す
か
。

　
　

担
保
・
保
証
が
求
め
ら
れ
る
の

は
、
主
に
、

・
取
引
を
新
規
に
開
始
す
る
と
き

・�

取
引
額
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
取
引
条

件
を
変
更
す
る
と
き

1

法
に
定
め
の
な
い
約
定
担
保
（
譲
渡
担

保
、
所
有
権
留
保
な
ど
）
を
「
非
典
型

担
保
」
と
い
い
ま
す
（
左
表
）。

物
的
担
保
に
は
、ど
の
よ
う
な

効
力
や
性
質
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　

担
保
に
は
、
主
に
債
務
の
弁
済
が

得
ら
れ
な
い
と
き
に
、
担
保
目
的
物
の

競
売
等
に
よ
り
得
ら
れ
た
金
銭
か
ら
、

他
の
債
権
者
に
優
先
し
て
弁
済
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
効
力
（
優
先
弁
済
的

効
力
）
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
取
特
権
、
質
権
、
お
よ
び

抵
当
権
に
は
、
担
保
目
的
物
の
売
却
・

賃
貸
・
滅
失
ま
た
は
損
傷
に
よ
っ
て
、

債
務
者
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
金
銭

等
（
売
買
代
金
、
賃
料
、
保
険
金
等
）

か
ら
優
先
的
に
回
収
す
る
性
質
（
物
上

代
位
性
）
が
あ
り
ま
す
。

担
保
以
外
で
、
実
際
の
取
引
に

お
い
て
、
事
実
上
担
保
的
機
能

を
有
す
る
手
段
は
あ
り
ま
す

か
。

　
　

事
実
上
担
保
的
機
能
を
有
す
る
手

段
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

・�

保
証
金
取
引
…
…
金
銭
債
務
を
負
担

す
る
こ
と
と
な
る
当
事
者
が
、
相
手
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取引先との信用強化のために、担保・保証を要
求する、されることがあります。知識がないと、
思惑と異なる契約を結んでしまうケースもある
でしょう。担保・保証の基礎知識と実務上のポ
イントをQ&A形式で解説します。

A

湊総合法律事務所
弁護士 久 保 真 衣 子

取引先との与信リスクを軽減する

担保・保証に関する
実務対応 &Q A
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方
当
事
者
に
対
し
て
取
引
実
施
に
先

立
ち
一
定
の
金
銭
を
預
託
し
、
当
事

者
が
金
銭
債
務
を
履
行
し
な
い
場
合

に
は
、
債
権
者
と
な
る
相
手
方
当
事

者
が
預
託
さ
れ
て
い
る
金
銭
か
ら
弁

済
充
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と

・�

相
殺
予
約
…
…
将
来
一
定
の
事
由
が

生
じ
た
と
き
に
、
当
事
者
が
予
約
完

結
権
（
相
手
方
の
承
諾
を
待
た
ず
予

約
を
本
契
約
へ
と
強
制
的
に
移
行
さ

せ
る
権
利
）
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ

り
、
相
殺
の
効
果
を
発
生
さ
せ
る
合

意
の
こ
と

・�

代
理
受
領
…
…
債
権
者
が
債
務
者
に

対
す
る
債
権
を
確
保
す
る
た
め
に
、

第
三
債
務
者
に
対
す
る
債
務
者
の
債

権
に
つ
い
て
、
債
務
者
か
ら
委
任
を

受
け
、
第
三
債
務
者
か
ら
の
弁
済
を

代
理
で
受
領
し
、
受
領
し
た
金
銭
を

自
己
の
債
権
の
弁
済
に
充
て
る
合
意

の
こ
と

「
保
証
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。

　
　

保
証
と
は
、
主
た
る
債
務
者
の
信

用
や
債
務
者
の
支
払
能
力
を
補
う
手
段

と
し
て
、
第
三
者
が
重
ね
て
債
務
を
支

払
う
責
任
を
負
う
こ
と
の
合
意
を
い

い
、
保
証
を
行
な
う
第
三
者
の
こ
と
を
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保
証
人
と
い
い
ま
す
。

　

連
帯
保
証
と
は
、
保
証
人
が
主
た
る

債
務
者
と
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

担
保
・
保
証
の

実
務
上
の
留
意
点

取
引
先
か
ら
担
保
や
保
証
を
求

め
ら
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

　
　

ま
ず
は
、
取
引
先
の
具
体
的
な
要

求
内
容
（
担
保
の
種
類
、
金
額
、
提
供

条
件
な
ど
）
を
確
認
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
社
の
財
務
状
況
や
既
存

の
担
保
提
供
状
況
等
を
確
認
し
、
提
供

可
能
な
担
保
の
範
囲
や
リ
ス
ク
を
内
部

で
検
討
し
ま
す
。

　

次
に
、
取
引
先
の
財
務
状
況
や
信
用

情
報
を
収
集
し
、
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し

把
握
し
た
う
え
で
、
担
保
提
供
の
必
要

性
や
妥
当
性
を
判
断
し
ま
す
。
必
要
に

応
じ
て
、
弁
護
士
や
税
理
士
な
ど
の
専

門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
、
専
門
的

な
視
点
か
ら
リ
ス
ク
評
価
や
契
約
条
件

の
検
討
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
そ
の
情
報
を
基
に
し
て
担

保
提
供
の
可
否
や
交
渉
の
方
向
性
な
ど

の
対
応
方
針
を
決
定
し
、
取
引
先
と
交
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法定担保 約定担保

典型担保 非典型担保

留置権

　他人の物を占有する者が、そ
の物に関して生じた債権を有す
る場合に、その債権の弁済を受
けるまでその物を留め置くことが
できる権利のこと。弁済を間接
的に強制することができる

　法律の定める一定の債権を有
する者が、債務者の財産から他
の債権者に優先してその債権の
弁済を受けることができる権利の
ことをいう。一般先取特権、動産
先取特権、不動産先取特権の３
種類がある

先取特権

質権 譲渡担保

　債権者が債権の担保として債務者ま
たは第三者から受け取った物を占有し、
債務者が債務を弁済しない場合にその
物から優先弁済を受けられる権利のこと
をいう。動産質、不動産質、権利質の３
種類がある。質権は担保目的物を債権
者に引き渡すので、譲り渡すことができ
ない物を目的物とすることはできない

　目的物の所有権その他の財産権を債権者
に譲渡し、一定の期間内に債務を弁済すると
きにこれを再び債務者に戻す担保のことをい
う。動産に設定する場合を動産譲渡担保、債
権に設定する場合を債権譲渡担保、変動する
複数の動産の集合体に譲渡担保を設定する
場合を集合動産譲渡担保、債務者が現に有し
または将来有する債権に一括して譲渡担保を
設定する場合を集合債権譲渡担保という

　担保目的物である不動産の占有を債
権者に移転させずに、他の債権者に優
先してその債権の弁済を受けることがで
きる権利のこと。設定・管理が容易なこ
と、抵当権の設定が当事者の合意と登
記でできること、担保権が実行されたと
きに高額な回収を見込めること、などか
ら最も一般的に利用される

　売主が買主に目的物の引渡しはするもの
の、代金の完済があるまで目的物の所有権を
売主のもとにとどめることをいう

抵当権 所有権留保

物的担保の種類
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渉
を
行
な
い
ま
す
。

　

交
渉
過
程
に
お
い
て
、
①
分
割
し
て

担
保
を
提
供
す
る
こ
と
の
提
案
、
②
取

引
の
初
期
段
階
の
み
保
証
を
提
供
し
一

定
期
間
後
に
見
直
し
を
行
な
う
条
件
の

設
定
、
③
担
保
と
し
て
提
供
で
き
る
資

産
が
複
数
あ
る
場
合
に
価
値
が
高
く
自

社
に
と
っ
て
は
リ
ス
ク
の
低
い
資
産
の

優
先
的
提
案
、
④
担
保
や
保
証
に
変
え

て
追
加
の
サ
ー
ビ
ス
や
取
引
条
件
の
提

案
、
⑤
担
保
や
保
証
の
提
供
に
対
す
る

リ
ス
ク
を
取
引
先
と
共
有
す
る
方
法
の

提
案
等
も
試
み
ま
し
ょ
う
。

取
引
先
に
担
保
や
保
証
を
求
め

る
場
合
は
ど
の
よ
う
に
選
択
す

れ
ば
よ
い
で
す
か
。

　
　

物
的
担
保
を
選
択
す
る
場
合
に

は
、
担
保
価
値
の
安
定
性
と
評
価
の
容

易
さ
、
現
金
化
の
容
易
性
と
コ
ス
ト
、

自
社
の
要
求
条
件
と
の
マ
ッ
チ
の
視
点

等
を
考
慮
し
判
断
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

保
証
を
選
択
す
る
場
合
は
、
保
証
人

の
信
用
力（
財
務
状
況
や
信
用
情
報
）、

保
証
人
の
関
係
性
（
取
引
と
の
関
係
の

有
無
な
ど
）、
保
証
人
の
法
的
適
格
性

（
保
証
人
が
法
的
に
保
証
契
約
を
締
結

す
る
適
格
性
を
有
す
る
こ
と
）
の
視
点

で
検
討
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
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な
お
、
担
保
を
実
行
す
る
た
め
の
競

売
申
立
費
用
は
、
１
０
０
万
円
程
度
に

な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

抵
当
権
を
設
定
す
る
場
合
に
留

意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

抵
当
権
の
目
的
物
は
主
に
不
動
産

で
す
が
、
抵
当
権
設
定
契
約
書
上
は
、

ど
の
不
動
産
で
あ
る
か
を
明
確
に
す
る

た
め
に
、登
記
簿
の
「
表
題
部
の
記
載
」

と
正
確
に
一
致
す
る
よ
う
記
載
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
物
が
す
で
に
滅
失
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
登
記
だ
け
が
残
っ
て
い
る

場
合
や
、
土
地
上
に
未
登
記
建
物
が
存

在
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
現
地
調
査

を
行
な
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

ま
た
、
実
際
の
所
有
者
と
登
記
簿
上

の
所
有
者
が
異
な
る
な
ど
、
登
記
簿
に

実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
登
記
変
更
が
必
要
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

現
地
調
査
を
行
な
う
際
は
、
少
な
く

と
も
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
上
の

建
物
の
有
無
、
当
該
建
物
の
所
有
者
、

建
物
登
記
の
有
無
、
建
物
所
有
者
が
土

地
所
有
者
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
に
そ

の
土
地
の
利
用
権
の
種
類
を
、
建
物
に

つ
い
て
は
、
占
有
者
が
所
有
者
以
外
の

者
か
、
そ
の
占
有
権
原
（
占
有
の
根
拠

9A

と
な
る
権
利
の
内
容
）
は
何
か
等
を
確

認
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
集
合
）
動
産
譲
渡
担
保
を
設

定
す
る
場
合
に
留
意
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
（
集
合
）
動
産
譲
渡
担
保
設
定
契

約
に
お
い
て
は
、
担
保
と
な
る
動
産
を

特
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
種
類
、
所
在
場
所
、
量
的
範

囲
等
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
詳
細
に
記

載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
動
産
は
移
動
が
容
易
で
第
三

者
と
の
衝
突
が
起
こ
り
や
す
い
こ
と
か

ら
、
対
抗
要
件
（
当
事
者
間
で
成
立
し

た
権
利
関
係
を
当
事
者
以
外
の
者
に
も

主
張
す
る
た
め
の
要
件
）
を
具
備
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
抗
要
件
具
備
に
は
、 

占
有
改
定 

（
あ
る
目
的
物
の
占
有
者
が
そ
れ
を
手

元
に
置
い
た
ま
ま
占
有
を
他
者
に
移
す

こ
と
）
に
よ
る
方
法
と
、
動
産
及
び
債

権
の
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
民
法

の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
３
条
１
項
に

基
づ
く
動
産
譲
渡
登
記
を
設
定
す
る
方

法
と
が
あ
り
ま
す
。

　

占
有
改
定
は
公
示
を
伴
わ
ず
、
真
の

権
利
者
が
誰
で
あ
る
か
を
外
形
上
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
後
者
の

方
法
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
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（
集
合
）
債
権
譲
渡
担
保
を
設

定
す
る
場
合
に
留
意
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
（
集
合
）
債
権
譲
渡
担
保
設
定
契

約
に
お
い
て
は
、
担
保
と
な
る
債
権
を

特
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
債
権
の

種
類
、
債
権
発
生
原
因
等
か
ら
特
定
し

て
、
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
担
保
と
な
る
債
権
に
つ
い
て

法
律
上
譲
渡
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い

か
、
債
権
の
性
質
上
譲
渡
が
許
さ
れ
な

い
も
の
で
は
な
い
か
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
債
務
を
履
行
す
べ
き
第
三
債
務

者
（
担
保
と
な
る
債
権
の
債
務
者
）
の

資
産
調
査
に
加
え
、
支
払
能
力
と
弁
済

意
思
、
総
合
的
な
信
用
力
の
有
無
を
検

討
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
担
保
権
が
実
行
さ
れ
る
場

合
に
備
え
、
第
三
債
務
者
に
よ
る
相
殺

や
同※
１

時
履
行
の
抗
弁
権
の
主
張
の
可
能

性
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

在
庫
商
品（
販
売
在
庫
・
原
料

在
庫
）に
担
保
を
設
定
す
る
場

合
に
留
意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　
　

集
合
動
産
譲
渡
担
保
の
設
定
を
検

11A12

※１　同時履行の抗弁権……相手方が債務の履行をするまでは自己の債務の履行を拒絶できる権利
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討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
債
務
者
が

卸
売
業
者
の
場
合
は
、
在
庫
商
品
で
あ

る
集
合
動
産
が
売
却
さ
れ
る
と
売
掛
債

権
に
代
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
集
合

動
産
だ
け
で
は
な
く
、
売
掛
債
権
に
も

譲
渡
担
保
を
設
定
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
動
産
譲
渡
担
保

と
債
権
譲
渡
担
保
の
一
般
的
な
留
意
点

は
Ｑ
10
・
Ｑ
11
参
照
）。

　

ま
た
、
在
庫
商
品
が
所
有
権
留
保
付

き
や
譲
渡
担
保
付
き
で
あ
る
場
合
や
、

委
託
販
売
の
対
象
で
あ
る
場
合
は
、
譲

渡
担
保
を
設
定
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
譲
渡
担
保
を
設

定
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
在
庫
商
品

が
、
債
務
者
の
所
有
で
あ
る
か
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
な
に
よ
り
在
庫
商
品
の
担

保
価
値
評
価
が
重
要
で
す
。
評
価
方
法

と
し
て
は
、
公
正
市
場
価
格
、
合
理
的

期
間
内
処
分
価
格
、
強
制
的
処
分
時
価

格
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
、
合
理

的
期
間
内
処
分
価
格
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

合
理
的
期
間
内
処
分
価
格
は
、
換
価

の
専
門
家
に
よ
る
値
引
換
価
後
の
売
上

予
想
金
額
か
ら
諸
経
費
を
引
い
て
算
出

し
ま
す
。
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
を
す

る
場
合
は
、
担
保
価
額
の
変
動
リ
ス
ク

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
価
格
に
70
％

～
95
％
を
掛
け
た
額
が
上
限
額
と
な
る

こ
と
が
一
般
的
で
す
。

機
械
設
備
等（
機
械
設
備
・
什

器
備
品
）に
担
保
を
設
定
す
る

場
合
に
留
意
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　
　

機
械
設
備
等
に
は
、
質
権
か
動
産

譲
渡
担
保
を
設
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
占
有
移
転
が
不
要
な
動
産

譲
渡
担
保
を
設
定
す
る
の
が
通
常
で
し

ょ
う
。

　

機
械
設
備
等
は
、
リ
ー
ス
契
約
の
対

象
で
あ
る
こ
と
や
割
賦
販
売
契
約
に
よ

り
所
有
権
留
保
が
付
い
て
い
た
り
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
固
定
資
産
台
帳
で

取
得
時
期
な
ど
を
確
認
し
、
実
物
に
他

の
担
保
権
を
示
す
シ
ー
ル
等
が
貼
ら
れ

て
い
な
い
か
を
写
真
な
ど
に
よ
り
記
録

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
補
助
金
で
取
得
し
た
機
械
設

備
等
に
担
保
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、

補
助
金
の
事
務
局
に
対
し
て
事
前
の
承

諾
を
得
る
必
要
が
あ
る
な
ど
の
制
限
が

か
か
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
証
を
行
な
う
場
合
に
留
意
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

保
証
は
、
親
戚
関
係
や
友
人
関
係

か
ら
義
理
で
引
き
受
け
る
こ
と
が
多

13A14A

く
、
保
証
人
は
過
大
な
リ
ス
ク
に
晒
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
２
０
０
４

年
の
民
法
改
正
（
２
０
０
５
年
４
月
１

日
施
行
）
か
ら
保
証
契
約
は
書
面
で
行

な
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
紛

争
を
予
防
す
る
観
点
か
ら
、
契
約
書
へ

の
署
名
は
代
筆
で
は
な
く
自
署
を
求

め
、
押
印
も
三
文
判
で
は
な
く
実
印
に

よ
る
押
印
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、 

２
０
１
７
年
の
民
法
改
正

（
２
０
２
０
年
４
月
１
日
施
行
）
か
ら

は
、
個
人
（
経
営
者
な
ど
主
債
務
者
の

事
業
と
関
係
の
深
い
人
を
除
く
）
が
事

業
用
の
融
資
の
保
証
人
に
な
ろ
う
と
す

る
場
合
に
は
、
公
証
人
に
面
前
で
直
接

確
認
し
て
も
ら
い
、
公
正
証
書
（
保
証

意
思
宣
明
公
正
証
書
）
を
作
成
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
意
思
確
認
手
続
き
を
経
ず
に
保

証
契
約
を
締
結
し
て
も
、
そ
の
契
約
は

無
効
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
保
証
意
思

宣
明
公
正
証
書
は
、
保
証
契
約
締
結
の

日
前
１
か
月
以
内
に
作
成
さ
れ
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
事
業
の
た
め
に
負
担
す
る

債
務
に
つ
い
て
保
証
人
に
な
る
こ
と
を

他
人
に
依
頼
す
る
場
合
に
は
、
主
債
務

者
は
、
保
証
人
に
な
る
か
否
か
の
判
断

に
資
す
る
情
報
と
し
て
、

・
主
債
務
者
の
財
産
や
収
入
の
状
況

・�

主
債
務
以
外
の
債
務
の
金
額
や
履
行

状
況
等
に
関
す
る
情
報

を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
情
報
提
供
は
、
事
業
用
融
資
に

限
ら
ず
、
売
買
代
金
や
テ
ナ
ン
ト
料
な

ど
融
資
以
外
の
債
務
の
保
証
を
す
る
場

合
に
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

担
保
設
定
後
に
留
意
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

債
務
者
が
、 

担
保
を
滅
失
、
損

傷
、
減
少
さ
せ
た
と
き
は
、
期※
２

限
の
利

益
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
抵
当
と
さ
れ
た
建
物
を

抵
当
権
者
に
無
断
で
取
り
壊
し
、
抵
当

権
者
に
損
害
を
与
え
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
民
法
７
０
９
条
の
損
害
賠
償
責
任

を
負
う
こ
と
に
も
な
り
得
ま
す
。

　

ま
た
、
過
剰
な
担
保
の
提
供
と
な
っ

て
い
な
い
か
ど
う
か
、
定
期
的
に
担
保

目
的
物
の
価
値
を
再
評
価
す
る
こ
と
も

有
益
で
す
。

◇　
　
　

◇

　

担
保
・
保
証
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の

紙
幅
で
は
解
説
し
き
る
こ
と
が
難
し
い

ほ
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
的
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

取
引
先
か
ら
い
わ
れ
る
ま
ま
に
担

保
・
保
証
を
し
な
い
た
め
に
も
、
不
明

な
こ
と
は
弁
護
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

15A

※２　期限の利益を喪失すること……債権者から直ちに全部の債務の履行を請求されること

く
ぼ
　
ま
い
こ　
慶
應
義
塾
大
学
法
科
大
学
院
修
了
。
２
０
１
８
年
12
月
弁
護
士
登
録
後
、
一
般
民
事
系
法
律
事
務

所
を
経
て
現
事
務
所
に
所
属
。
企
業
法
務
全
般
を
取
り
扱
う
傍
ら
、非
常
勤
助
教
と
し
て
母
校
の
後
輩
指
導
を
行
な
う
。
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